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(57)【要約】
【課題】本発明は、従来にない作用効果を発揮する画期
的な塞栓物を捕捉する捕捉体を提供することを目的とす
る。
【解決手段】人体の管１内に配され該管１内の体液の通
過を許容し且つ体液により該管１内を移動する塞栓物２
を捕捉する捕捉体４であって、この捕捉体４は、前記管
１に挿通され該捕捉体４を該管１内の任意の位置に配す
るための長尺体３にスライド移動自在に設けられており
、更に、この捕捉体４は、縮径状態から拡径状態となっ
て該管１内に架設されることで前記塞栓物２を捕捉する
ように構成されたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人体の管内に配され該管内の体液の通過を許容し且つ体液により該管内を移動する塞栓
物を捕捉する捕捉体であって、この捕捉体は、前記管に挿通され該捕捉体を該管内の任意
の位置に配するための長尺体にスライド移動自在に設けられており、更に、この捕捉体は
、縮径状態から拡径状態となって該管内に架設されることで前記塞栓物を捕捉するように
構成されていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体。
【請求項２】
　請求項１記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉体は、前記長尺体にスライ
ド移動自在に被嵌される一対の筒状部材間に設けられていることを特徴とする塞栓物を捕
捉する捕捉体。
【請求項３】
　請求項１，２いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記長尺体には
該捕捉体のスライド移動を規制するスライド阻止手段が設けられていることを特徴とする
塞栓物を捕捉する捕捉体。
【請求項４】
　請求項１～３いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉体は、
パイプ体を被嵌することで縮径状態が保持される構成であり、このパイプ体の被嵌を解除
した際、拡径状態となるように構成されていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体
。
【請求項５】
　請求項１～４いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉体の端
部は先端側程径小に設けられていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体。
【請求項６】
　請求項１～５いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉体は複
数本の線材により形成されたカゴ状体であることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体。
【請求項７】
　請求項６記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記カゴ状体は、先端側には捕捉部
が形成され、基端側には複数本の線材が結束され前記塞栓物を前記捕捉部に導入する開口
部が形成されていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塞栓物を捕捉する捕捉体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、人体の管１内に形成された塞栓物２、例えば血管内に形成されたコレステロ
ールの堆積物や、胆管内に形成された胆石などの塞栓物２を除去するための管内塞栓物除
去具31が提案されている。本実施例と同一構成部分には同一符号を付した。
【０００３】
　この管内塞栓物除去具31は、人体の管１内に嵌挿し得る管状の空気導入体31ａと、この
空気導入体31ａの先端部に設けられ該空気導入体31ａから空気が導入されることで膨らむ
バルーン体31ｂとから成り、塞栓物２を除去する塞栓物除去治療に際し、人体の管１内の
塞栓物２が形成された部位に縮状態のバルーン体31ｂを配し、この状態でバルーン体31ｂ
を膨らませて該塞栓物２を押圧して破壊するものである。この際、塞栓物２は管１の内壁
１ａから剥離される。
【０００４】
　ところで、この管内塞栓物除去具31により例えば血管１内の塞栓物２を破壊した場合、
この塞栓物２が血液により流され毛細血管まで達し、梗塞を起こしてしまう危険がある為
、管内塞栓物除去具31により破壊した塞栓物２は捕捉する必要がある。
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【０００５】
　そこで、従来においても例えば特開２００３－１０１９３号に開示される人体の管内に
おいて破壊した塞栓物を捕捉する捕捉体（以下、従来例という。）が種々提案されている
。
【０００６】
　これら従来例は、ワイヤ本体の先端部に塞栓物２を捕捉する捕捉体を設けた構成であり
、具体的には、この捕捉体は自身の弾性により縮径状態から拡径状態へと変形可能となっ
ており、拡径状態では、人体の管１内の塞栓物２を捕捉するように構成されている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１０１９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところが、これら従来例は、いずれも捕捉体が人体の管１内で架設される拡径状態にお
いて、不意にワイヤ本体が押されたり或いは引かれたりした際、このワイヤ本体とともに
捕捉体も移動する構成の為、該管１の内壁を傷つけてしまうという問題点があった。
【０００９】
　本発明は、上述した問題点に着目し、種々の実験・研究を繰り返し行った結果、従来に
ない作用効果を発揮する画期的な塞栓物を捕捉する捕捉体を開発した。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【００１１】
　人体の管１内に配され該管１内の体液の通過を許容し且つ体液により該管１内を移動す
る塞栓物２を捕捉する捕捉体４であって、この捕捉体４は、前記管１に挿通され該捕捉体
４を該管１内の任意の位置に配するための長尺体３にスライド移動自在に設けられており
、更に、この捕捉体４は、縮径状態から拡径状態となって該管１内に架設されることで前
記塞栓物２を捕捉するように構成されていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体に
係るものである。
【００１２】
　また、請求項１記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉体４は、前記長尺体
３にスライド移動自在に被嵌される一対の筒状部材６間に設けられていることを特徴とす
る塞栓物を捕捉する捕捉体に係るものである。
【００１３】
　また、請求項１，２いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記長尺
体３には該捕捉体４のスライド移動を規制するスライド阻止手段７が設けられていること
を特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体に係るものである。
【００１４】
　また、請求項１～３いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉
体４は、パイプ体８を被嵌することで縮径状態が保持される構成であり、このパイプ体８
の被嵌を解除した際、拡径状態となるように構成されていることを特徴とする塞栓物を捕
捉する捕捉体に係るものである。
【００１５】
　また、請求項１～４いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉
体４の端部は先端側程径小に設けられていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体に
係るものである。
【００１６】
　また、請求項１～５いずれか１項に記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記捕捉
体４は複数本の線材４ａにより形成されたカゴ状体であることを特徴とする塞栓物を捕捉
する捕捉体に係るものである。
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【００１７】
　また、請求項６記載の塞栓物を捕捉する捕捉体において、前記カゴ状体は、先端側には
捕捉部４Ａが形成され、基端側には複数本の線材４ａが結束され前記塞栓物２を前記捕捉
部４Ａに導入する開口部４Ｂが形成されていることを特徴とする塞栓物を捕捉する捕捉体
に係るものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は上述のように構成したから、前述した従来例と異なり、人体の管内を傷つける
ことなく該管内の塞栓物を確実且つ良好に捕捉することができるなど従来にない作用効果
を発揮する画期的な塞栓物を捕捉する捕捉体となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００２０】
　例えば管内塞栓物除去具31を用いた塞栓物除去治療に際し、捕捉体４を人体の管１内に
配するとともに、縮径状態から拡径状態として管１内に架設し（張設し）、この状態で管
内塞栓物除去具31で破壊されて体液により管１内を移動する塞栓物２を捕捉する。
【００２１】
　ところで、本発明は、捕捉体４は、人体の管１に挿通され該捕捉体４を管１内の任意の
位置に配するための長尺体３にスライド移動自在に設けられている。
【００２２】
　従って、捕捉体４を管１内の任意の位置に架設した状態において、何らかの原因により
長尺体３が引動若しくは押動されても捕捉体４は移動することはなく、よって、管１内に
架設される捕捉体４により管１の内壁が傷付いてしまうことが可及的に防止されることに
なる。
【実施例】
【００２３】
　本発明の具体的な実施例について図面に基づいて説明する。
【００２４】
　本実施例は、人体の管１内に配され該管１内の体液の通過を許容し且つ体液により該管
１内を移動する塞栓物２を捕捉する捕捉体４であって、この捕捉体４は、前記管１に挿通
され該捕捉体４を該管１内の任意の位置に配するための長尺体３にスライド移動自在に設
けられており、更に、この捕捉体４は、縮径状態から拡径状態となって該管１内に架設さ
れることで前記塞栓物２を捕捉するように構成されたものである。尚、本実施例では、人
体の血管１に形成されたコレステロールの堆積物（塞栓物２）を捕捉する構成としている
が、これに限られるものではない。
【００２５】
　具体的には、本実施例は、人体の血管１に配設される捕捉体４と、この捕捉体４を血管
１の所定位置まで配設するための捕捉体配設具９とから成る。
【００２６】
　捕捉体４は、図１，２に図示したように適宜な金属製（ステンレス製）の線材４ａで構
成されており、複数本の線材４ａの先端部及び基端部を束ねて内部に空洞部Ｓを有するカ
ゴ状体に構成されている。従って、この捕捉体４は、血管１内の血液の通過を許容し且つ
血液により該血管１内を移動する塞栓物２を捕捉する。尚、線材４ａはチタン製でも良い
など本実施例の特性を発揮する素材であれば適宜採用し得るものである。
【００２７】
　具体的には、捕捉体４を構成する各線材４ａは、基端側から先端側にかけて螺旋状（ね
じれ状）に癖付けされており、この螺旋状の線材４ａ同士の先端部及び基端部は筒状部材
６により束ねられている。尚、線材４ａの全てを螺旋状とせず一部の線材のみ螺旋状とす
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るようにしても良い。
【００２８】
　この線材４ａを螺旋状とする構成から、拡径方向への強い力（架設力）が得られること
になる為、血管１内に架設した状態で配設された捕捉体４に血液の流圧が加わっても、当
該架設部位から流されずに保持する張力が得られることになる。
【００２９】
　また、捕捉体４の基端部には、複数本の線材４ａが３箇所において結束され、塞栓物２
を捕捉体４（捕捉部４Ａ）内に導入する開口部４Ｂが３箇所形成されている。
【００３０】
　この捕捉体４に設けられる開口部４Ｂの数は、３つに限られるものではないが、捕捉体
４の強度や塞栓物２を捕捉する際の開口度合を考慮すると３つが最適である。
【００３１】
　また、本実施例は、図３に図示したように線材４ａ同士の先端部及び基端部を集束する
筒状部材６は、後述する捕捉体配設具９に係る長尺体３にスライド移動自在に被嵌される
ものであり、この各筒状部材６の先端部は端部側程径小に形成されている。
【００３２】
　従って、捕捉体４を長尺体３に設けた際、捕捉体４は筒状部材６を介して長尺体３に対
してスライド移動自在となり、この捕捉体４のスライド移動は後述する長尺体３に設けら
れるスライド阻止手段７により規制される。
【００３３】
　捕捉体配設具９は、長尺体３とパイプ体８とパイプ支持体10で構成されている。
【００３４】
　長尺体３は、図１，２に図示したように適宜な金属製の部材（ステンレス）を線状に形
成したものであり、その長さは少なくとも先端部に設けられる捕捉体４を血管１の所定位
置へ配設し得る長さに設定されている。尚、長尺体３はチタン製でも良いなど本実施例の
特性を発揮する素材であれば適宜採用し得るものである。
【００３５】
　また、長尺体３の先端部位置及び該位置から基端側の所定位置（前記基端部の筒状部材
６の内側）には、ストッパー７が設けられている。
【００３６】
　このストッパー７は、前述した捕捉体４の先端部及び基端部に設けられる筒状部材６の
先端側へのスライドを阻止して筒状部材６の抜け止め作用を発揮するスライド阻止手段７
であり、基端側のストッパー７は捕捉体４の先端部に設けられる筒状部材６の基端側への
スライドも阻止する。
【００３７】
　また、この先端側のストッパー７は、長尺体３の先端を若干残した位置に設けられてお
り、このストッパー７から突出する細い長尺体３の先端突出部３ａは人体の血管１に挿入
する際のガイドとなる。
【００３８】
　尚、このストッパー７は長尺体３に別体に設けた径大体（例えば被嵌固定したパイプ状
のもの）、また、長尺体３に一体に設けた径大体（長尺体３の一部分を膨出形成したもの
）、など筒状部材６の移動が阻止される構成であればどのようなものでも良い。
【００３９】
　パイプ体８は、図１に図示したように適宜な柔軟性を有する合成樹脂製の部材（ポリエ
チレン）を管状に形成したものであり、前述した長尺体３に被嵌し得る径にして血管１に
挿通するに適した径に設定されている。尚、パイプ体８はポリエチレン製に限らず低摩擦
係数の材料（例えばシリコン樹脂など）であれば適宜採用し得るものである。
【００４０】
　また、パイプ体８は、縮径させた捕捉体４に被嵌し得るように構成されている。
【００４１】
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　従って、パイプ体８内にあり縮径状態の捕捉体４は、長尺体３に対してパイプ体８を引
動して離脱すると拡径状態となる。
【００４２】
　パイプ支持体10は、図１に図示したように適宜な合成樹脂製の部材を管状に形成したも
のであり、前述したパイプ体８に被嵌し得る径に設定されている。
【００４３】
　このパイプ支持体10は、先端部に縮径状態の捕捉体４を収納したパイプ体８を血管１に
挿入する際に該パイプ体８が挿入されるものである。
【００４４】
　以上の構成からなる本実施例における血管１内に形成された塞栓物２を除去する塞栓物
除去治療での使用方法について説明する。
【００４５】
　まず、捕捉体４を長尺体３の先端部に付設し、この捕捉体４付きの長尺体３にパイプ体
８を被嵌して血管１へ挿入する。この捕捉体４を血管１へ配する際の挿入方向は血液が流
れる方向に向けて挿入する。
【００４６】
　続いて、図５に図示したように予め確認されている塞栓物２が形成されている部位より
も下流側の位置にパイプ体８の先端が届いた時点で挿入を止め、図６に図示したように長
尺体３を持ってパイプ体８の基端部を引き動すると、パイプ体８に被嵌されていた捕捉体
４は露出するとともに縮径状態から拡径状態となる。
【００４７】
　この状態において、捕捉体４は、血液の通過を許容しつつ血管１の内壁１ａに当接して
いる。この際、何らかの原因により不意に長尺体３が引動若しくは押動されたとしても捕
捉体４は直ちに移動することはない。
【００４８】
　続いて、図７に図示したように管内塞栓物除去具31を塞栓物２が形成されている部位ま
で挿入し、バルーン体31ｂを膨らませて塞栓物２を破壊すると、図８に図示したようにこ
の破壊されて内壁１ａから剥離された塞栓物２は血液により流され、捕捉体４により捕捉
される。
【００４９】
　また、血管１から捕捉体４を撤去する場合には、長尺体３を押さえてパイプ体８を前方
へ押し出すことで再び捕捉体４にパイプ体８を被嵌させた状態としてから引き抜くことに
なる。
【００５０】
　本実施例は上述のように構成したから、人体の血管１を傷つけることなく該血管１内の
塞栓物２を確実且つ良好に捕捉することができ、しかも、簡易構造故にコスト安にして量
産性に秀れることになる。
【００５１】
　また、本実施例は、長尺体３に捕捉体４のスライド移動を規制するスライド阻止手段７
を設けたから、長尺体３から捕捉体４が外れてしまうことを防止することができる（捕捉
体４だけを血管１内に残してしまう危険を回避することができる。）。
【００５２】
　また、本実施例は、捕捉体４は、パイプ体８に被嵌されて縮径状態が保持される構成で
あり、このパイプ体８の被嵌を解除した際、拡径状態となるように構成されているから、
捕捉体４の縮径状態と拡径状態が簡易且つ迅速に得られることになる。
【００５３】
　また、本実施例は、捕捉体４の端部は先端側程径小に設けられているから、より一層血
管１内を傷つけてしまうことを防止することができる。
【００５４】
　また、本実施例は、捕捉体４は適宜な線材４ａをカゴ状体に形成して構成されており、
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先端側に捕捉部４Ａ形成され、基端側に複数本の線材４ａが三本の束に結束されて塞栓物
２の通過を許容する３つの開口部４Ｂが形成されているから、塞栓物２を確実に捕捉体４
内に取り込み捕捉することができることになる。
【００５５】
　尚、本発明は、本実施例に限られるものではなく、各構成要件の具体的構成は適宜設計
し得るものである。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本実施例を示す斜視図である。
【図２】本実施例に係る要部の斜視図である。
【図３】本実施例に係る要部の説明図である。
【図４】本実施例に係る要部の説明図である。
【図５】本実施例の使用状態説明図である。
【図６】本実施例の使用状態説明図である。
【図７】本実施例の使用状態説明図である。
【図８】本実施例の使用状態説明図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　管
　２　塞栓物
　３　長尺体
　４　捕捉体
　４Ａ　捕捉部
　４Ｂ　開口部
　４ａ　線材
　６　筒状部材
　７　スライド阻止手段
　８　パイプ体
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